
■ 8月 19日　

●お盆も過ぎ相変わらず猛暑が続いている。ネットのつる

にとっては厳しい環境である。地植えの苗と違い、根も焼

ける。水遣り一日２回でも足りない。この時期朝顔とトマ

トとゴーヤが何とか元気に耐えている。葉の大きなかぼ

ちゃやきゅうりやスイカはすっかりつるの下半分は葉が枯

れてしまっている。

■ 8月 28日　

●スーパーの野菜売り場では、「野菜が高くて、買えない」

との声が聞ける。ミニトマトパックで289円と値札が付

いていた。

■ 10月 8日　

●そろそろ撤去しないとビルの美観を損ねている。この時

点で、瓢箪、トマト、とうがらしがまだ実を付けている。

朝顔もまだ咲いている。

なんとも暑い夏でした。これで、実証実験の観察を終わり

ます。

今年の暑さではこれが
限界か？

３階まで伸びたつる
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3　考察

（１）総括的事項

　2010年は壁面緑化の実証実験には気象条件が悪く、植物の栽培面での結果を評価す

るには不適当な状況であった。

しかし、いろいろな種類の苗で実験した結果、つるが伸びても根元の葉が枯れにくいゴー

ヤはやはり遮熱・遮光効果が多いことがわかった。かぼちゃ、きゅうり等はした葉の枯

れだすのが早いので、つるが2階のベランダに達した頃は一番したの葉が枯れだしたり

してきた。

　そんな中で意外と良かったのはひょうたんである。栽培と収穫の楽しみにより、住人

のコミュニケーションが図れたらという目的は、十分に達成できたように思える。

　　　

（２）個別的事項

　・記録的な猛暑で鉢植え栽培の水遣りが一日２回でも不足した。

　・異常気象の影響で予定していた収穫は少なかった。

　・ミニトマトは良く伸び収穫もそこそこにあった。水不足にも耐えられ樹高も3から

　　4メートルくらい伸びるのでベランダの上部まで十分可能である。

　・小玉スイカは無くなったが、壁面緑化にも使えることが判った。さらに人目を集め

　　ることから、啓発広報と言うアナウンス効果が期待できる。

　・数値的なデータは途中から異常気象のため、今回は記録しなかった。　

終わりに

　初めての試みでもあり、関係した住人のほか、ビルのオーナーご夫妻も毎日足を運ん

で水遣りに協力していただけたことに感謝します。

収穫は大変少量ではありましたが、いろいろな種類の野菜や果物や花の育て方の研究が

できたと思います。

　全員が集合した定植の5月の連休と10月の後片付けにはビルのオーナーご夫妻も含

め関係者も日頃交わしたことのない話題も出たり、来年の壁面緑化に向けて、日頃の住

宅周りの緑化やベランダ園芸のアイデア等も飛び出し住人同志のコミュニケーションの

醸成になりました。
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参考資料

町田市Ｓ邸における実践記録（ゴーヤによる太陽光遮光）
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使用電力量の夏期三ヶ月の年度比較

年

月

7月 550kw/h 548kw/h 654kw/h

1,018kw/h 788kw/h 835kw/h

760kw/h

緑化なし 緑化あり
緑化あり

記録的な猛暑

714kw/h 896kw/h

2008年 2009年 2010年

8月

9月

実証実験企画　　　　吉沢章子事務所

観察記録　　　　　　有限会社檀クリエイト

写真撮影　　　　　　有限会社檀クリエイト

報告書編集印刷　　　有限会社檀クリエイト

資材調達・苗提供　　ＨＡＮ設計事務所

用土・苗提供　　　　ＮＰＯ法人川崎市省エネの会




